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(57)【要約】
【課題】側壁部に形成された開口部を開閉する扉部材を
備える構成において、耐久性の向上やがたつきの抑制等
を図ることのできる箱型容器を提供する。
【解決手段】箱型容器１は、上方に開口した箱型に構成
されるとともに、内側に収容された物品を側方から出し
入れするための開口部３が形成された本体部２と、開口
部３を開閉可能な扉部材４とを備えている。開口部３は
、本体部２の長辺側壁部１２において、当該長辺側壁部
１２の両側部（開口壁部１４）を残すようにして形成さ
れている。さらに、扉部材４は、開口部３を区画する開
口周縁部の下縁部に対して、可撓性を有する連結部４３
を介して回動可能に連結され、開口部３を閉鎖した閉状
態から外側に開放可能に構成されている。また、本体部
２、扉部材４、及び連結部４３は、型成形によって一体
的に形成されている。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略矩形板状の底壁部と、
　前記底壁部の各側辺部から上方に向けて一体的に延出する側壁部とを具備し、
　少なくとも１つの側壁部において、当該側壁部の両側部を残すようにして、当該側壁部
の厚み方向に貫通する開口部が形成されているとともに、当該開口部を開閉可能な扉部材
が設けられ、
　前記扉部材は、前記開口部を区画する開口周縁部の下縁部に対し、可撓性を有する薄膜
状の連結部を介して回動可能に連結されるとともに、前記開口部を閉鎖した閉状態から外
側に開放可能に構成され、
　前記底壁部、前記側壁部、前記連結部、及び前記扉部材は型成形により一体形成されて
いることを特徴とする箱型容器。
【請求項２】
　前記開口部を区画する開口周縁部の下縁部は、前記底壁部の外周縁から、当該底壁部の
上面と連続又はほぼ連続して底壁部の外周側に延出形成された略板状の下部フランジによ
って構成されていることを特徴とする請求項１に記載の箱型容器。
【請求項３】
　前記扉部材には、前記連結部に連結された辺部の両端部において切欠き部が形成され、
　前記下部フランジの両側方には、前記扉部材の閉状態において、前記切欠き部における
前記扉部材の下面と当接して支持可能な載置突部が設けられていることを特徴とする請求
項１又は２に記載の箱型容器。
【請求項４】
　前記各側壁部は、前記底壁部の側辺部から上方に延出する縦壁部と、前記縦壁部の上縁
部から外側に延出する上部フランジと、前記縦壁部の下縁部に沿って前記縦壁部から外側
に延出する下部フランジと、前記上下のフランジ間を連結する補強リブとを備え、
　前記開口部が形成された側壁部に関し、前記開口部を挟んで相対するようにして少なく
とも一対の前記補強リブが設けられるとともに、前記縦壁部は当該補強リブよりも前記開
口部側にまで延設され、前記上部フランジは前記縦壁部の上縁部の前記開口部側の端縁に
まで延設され、
　閉状態にある前記扉部材は、両側部における内側面が前記縦壁部の外側面と当接又は近
接するとともに、両側部における上辺部の上方が前記上部フランジによって覆われている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の箱型容器。
【請求項５】
　前記扉部材の閉状態において、前記連結部は、前記側壁部の外縁部よりも内側に配置さ
れていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の箱型容器。
【請求項６】
　閉状態にある前記扉部材は、その全体が、前記側壁部の外縁部よりも内側に配置されて
いることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の箱型容器。
【請求項７】
　閉状態にある前記扉部材の上辺部は、前記側壁部の上辺部よりも下方に位置することを
特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の箱型容器。
【請求項８】
　前記各側壁部は、前記底壁部の側辺部から上方に延出する縦壁部と、前記縦壁部の上縁
部から外側に延出する上部フランジと、前記縦壁部の下縁部から外側に延出する下部フラ
ンジと、前記上下のフランジ間を連結する補強リブとを備え、
　前記開口部の両側方に位置する前記側壁部に形成された前記補強リブのうち、少なくと
も前記開口部を挟んで対向する一対の補強リブは、その他の前記側壁部に形成された前記
補強リブよりも厚肉に構成されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載
の箱型容器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物品の運搬等に使用される箱型容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、物品の搬送等に使用される箱型容器は、略矩形状の底壁部と、底壁部の４つの
側辺部から上方に延出する側壁部とを備えており、上方から物品を出し入れする構成とな
っている。また、側壁部に開口部を形成するとともに、当該開口部を開閉可能な扉部材を
設け、開口部を開放することで、箱型容器の側方からも物品の出し入れができるように構
成したものがある（例えば、特許文献１等参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３７６６６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記特許文献１の箱型容器は、底壁部に対してヒンジ部を介して折り畳み可
能に設けられた側壁部を備える折り畳み式の箱型容器である。このため、側壁部が底壁部
から一体的に延出するボックス型の箱型容器に比べて強度的に劣り、乱雑に扱うと各種不
具合を招くおそれがあるため、箱型容器に対して大きな力が作用しないように注意して扱
う必要があった。特に、折り畳み式の側壁部に開口部が形成されるとともに、当該開口部
に対応して扉部材がヒンジ部を介して開閉可能に設けられる場合、かかる懸念が一層顕著
なものとなる。また、折り畳み式の箱型容器に関しては、ボックス型の箱型容器に比べ、
比較的歪み変形し易いため、運搬等に際して箱型容器ががたつく等し、収容された物品に
悪影響を与えてしまうといったことが懸念される。
【０００５】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、側壁部に形
成された開口部を開閉する扉部材を備える構成において、耐久性の向上やがたつきの抑制
等を図ることのできる箱型容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、上記目的等を解決するのに適した各手段につき項分けして説明する。なお、必要
に応じて対応する手段に特有の作用効果等を付記する。
【０００７】
　手段１．略矩形板状の底壁部と、
　前記底壁部の各側辺部から上方に向けて一体的に延出する側壁部とを具備し、
　少なくとも１つの側壁部において、当該側壁部の両側部を残すようにして、当該側壁部
の厚み方向に貫通する開口部が形成されているとともに、当該開口部を開閉可能な扉部材
が設けられ、
　前記扉部材は、前記開口部を区画する開口周縁部の下縁部に対し、可撓性を有する薄膜
状の連結部を介して回動可能に連結されるとともに、前記開口部を閉鎖した閉状態から外
側に開放可能に構成され、
　前記底壁部、前記側壁部、前記連結部、及び前記扉部材は型成形により一体形成されて
いることを特徴とする箱型容器。
【０００８】
　手段１の箱型容器は、側壁部に開口部が形成されるとともに、開口部を開閉可能な扉部
材が設けられるタイプの箱型容器であるが、底壁部に対して各側壁部がそれぞれヒンジ部
を介して回動可能に連結される折り畳み式ではなく、底壁部から一体的に延出する相対変
位しない側壁部を備えた箱型容器である。そして、所定の側壁部において当該側壁部の両
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側部が残されるような格好で開口部が形成されている。このため、折り畳み式のものに比
べ、箱型容器全体としての強度が高く、箱型容器の損壊を抑制できる上、形状保持性にも
優れる。従って、箱型容器の耐久性等を向上させることができる上、運搬時や応力が付加
された際の箱型容器のがたつき（歪み変形）等を抑制することができ、箱型容器のがたつ
きによって、箱型容器に収容された物品に悪影響を与えてしまう（形状が崩れてしまう等
）といった事態を抑制することができる。結果として、形状の崩れ易い物品を収容した場
合であっても、当該物品を好適に運搬・保管することができる。
【０００９】
　また、本手段１では、扉部材を開閉可能に設けるためのヒンジ部が、可撓性を有する薄
膜状の連結部によって構成され、底壁部、側壁部、連結部、及び扉部材が一体的に形成さ
れている。このため、例えば、ヒンジ部を、扉部材に設けられた係合部と、箱型容器の本
体部に設けられた被係合部とによって構成する場合に比べ、構成の簡素化、金型成形の簡
略化等を図ることができる。さらに、扉部材を本体部に組付ける作業を省略することがで
き、生産性の向上等を図ることができる。加えて、ヒンジ部の構成が簡素であるため、箱
型容器を洗浄した場合にヒンジ部において埃等が残存してしまうといった事態を防止する
ことができ、より衛生的に箱型容器を使用することができる。
【００１０】
　手段２．前記開口部を区画する開口周縁部の下縁部は、前記底壁部の外周縁から、当該
底壁部の上面と連続又はほぼ連続して底壁部の外周側に延出形成された略板状の下部フラ
ンジによって構成されていることを特徴とする手段１に記載の箱型容器。
【００１１】
　手段２によれば、開口部の下縁部（下部フランジの上面）と、底壁部の上面との間に段
差がなくなり（ほぼなくなり）、箱型容器に対し開口部を介して物品を比較的スムースに
出し入れすることができる。
【００１２】
　尚、開口部において下部フランジの上面と、底壁部の上面（箱型容器の底面）とは必ず
しも面一でなくてもよく、下部フランジの上面が底壁部の上面よりも若干上方に位置して
いることとしてもよい。この場合、箱型容器が開口部側に向けて下方傾斜するようにして
設置された場合に、扉部材を開けた途端、収容されている物品が開口部から流出してしま
うといった事態を抑制することができる。但し、当該構成を採用する場合、下部フランジ
の上面と、底壁部の上面との境界部には傾斜部が形成されていることが望ましい。この場
合、下部フランジの上面と底壁部の上面とが面一である場合と同様に、開口部を介して物
品を底壁部及び下部フランジの上面を滑らすようにしてスムースに出し入れすることがで
きる。また、下部フランジの下面が底壁部の下面よりも上方に位置している場合、箱型容
器を安定して段積みすることができるとともに、下部フランジを箱型容器の接地面よりも
上方に離間させることができ、開口部周り、ひいては開口部を介して出し入れされる物品
の衛生面を向上させることができる。結果として、厳格な衛生管理が求められる物品（食
品等）を収容した場合であっても、当該物品を好適に運搬・保管することができる。
【００１３】
　尚、連結部は、開口部を閉鎖した閉状態における扉部材の下面の外縁部と、下部フラン
ジの外縁部とを連結していることとしてもよい。この場合、扉部材を閉状態とした場合に
おいて、扉部材の収まりが良くなり（扉部材を下部フランジの直上方に位置させ、扉部材
が下部フランジよりも外側に突出しないように構成し）、スペース効率の向上を図ること
ができる。さらには、扉部材を１８０度回動させるようにして開放させることができ、例
えば、箱型容器を台に載せて（或いは、下側の箱型容器の上方に段積みした状態で）扉部
材を開放させて物品を出し入れする際に、作業者が箱型容器により近い位置で作業を行う
ことができるとともに、例えば、作業者が１２０度程度しか開かない扉部材に接触して箱
型容器の本体部（底壁部及び側壁部）が傾く等してしまうといった事態を防止することが
できる。また、扉部材が１８０度開くことによって、下部フランジの上面と、連結部の内
側面（開状態においては上方に露出している）と、扉部材の下面（開状態においては上方
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に位置している）との間に比較的大きな段差が形成されるといった事態を抑制することが
でき、箱型容器に対する開口部からの物品の出し入れ作業をより行い易くすることができ
る。
【００１４】
　手段３．前記扉部材には、前記連結部に連結された辺部の両端部において切欠き部が形
成され、
　前記下部フランジの両側方には、前記扉部材の閉状態において、前記切欠き部における
前記扉部材の下面と当接して支持可能な載置突部が設けられていることを特徴とする手段
１又は２に記載の箱型容器。
【００１５】
　手段３によれば、扉部材の閉状態においては、載置突部の上方に扉部材が載置され支持
されることとなる。従って、閉状態にある扉部材に対して下向きの力が加えられた場合に
下部フランジや連結部に対して比較的大きな応力が作用して破損してしまうといった事態
を防止することができる。特に、上記手段２に記載のように、下部フランジを底壁部の上
面から連続又はほぼ連続させて延出させる場合には、下部フランジを厚肉とすることがで
きないが、当該手段３の構成を採用すれば、下部フランジの破損を確実に防止することが
できる。
【００１６】
　手段４．前記各側壁部は、前記底壁部の側辺部から上方に延出する縦壁部と、前記縦壁
部の上縁部から外側に延出する上部フランジと、前記縦壁部の下縁部に沿って前記縦壁部
から外側に延出する下部フランジと、前記上下のフランジ間を連結する補強リブとを備え
、
　前記開口部が形成された側壁部に関し、前記開口部を挟んで相対するようにして少なく
とも一対の前記補強リブが設けられるとともに、前記縦壁部は当該補強リブよりも前記開
口部側にまで延設され、前記上部フランジは前記縦壁部の上縁部の前記開口部側の端縁に
まで延設され、
　閉状態にある前記扉部材は、両側部における内側面が前記縦壁部の外側面と当接又は近
接するとともに、両側部における上辺部の上方が前記上部フランジによって覆われている
ことを特徴とする手段１乃至３のいずれかに記載の箱型容器。
【００１７】
　手段４によれば、縦壁部のうち開口部の両側方に位置する部位の外側面と、扉部材の内
側面とが当接又は近接することで、扉部材が箱型容器の内側に倒れてしまうといった事態
を確実に防止することができる上、扉部材と開口部の周縁部との間において、箱型容器の
外周方向において貫通する隙間が形成されてしまうといった事態を回避することができ、
隙間からの埃等の侵入を防止することができる。
【００１８】
　また、上部フランジが縦壁部のうち補強リブよりも開口部側に延出した部位にまで延設
されているため、扉部材を支持する縦壁部の強度を向上させることができるとともに、閉
鎖された状態の扉部材の上面両側部を保護することができる。さらに、閉状態にある扉部
材に対して上方に向かう力が作用した場合、上方へ変位しようとする扉部材を上部フラン
ジによって支持する（変位を規制する）こともでき、従って、扉部材が持ち上げられるこ
とで連結部に対して負荷がかかってしまうといった事態を抑止することができる。
【００１９】
　手段５．前記扉部材の閉状態において、前記連結部は、前記側壁部の外縁部よりも内側
に配置されていることを特徴とする手段１乃至４のいずれかに記載の箱型容器。
【００２０】
　手段５によれば、連結部が箱型容器の外縁（手段４に対応しては、下部フランジや補強
リブの外縁部）よりも外側に突出している場合のように、連結部が擦れたり、押圧された
りする等して、連結部が損傷し易くなってしまうといった事態を防止することができる。
【００２１】
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　尚、箱型容器は、開口部が開放される扉部材の開状態となるように金型装置によって一
体的に成形されることとなるが、連結部を側壁部の下部フランジや補強リブの外縁部より
も内側に設ける場合、扉部材を開状態としても、連結部に連結される扉部材の下面の両側
部の近傍において各部材が密集するため、かかる部位を成形することが非常に困難なもの
となるおそれがある。つまり、当該部位を成形するための金型部材を薄肉にする必要が生
じ、当該金型部材の強度が成形に堪えられなくなってしまうおそれがある。これに対し、
上記手段３のように、扉部材の下面の両側部において、切欠き部を形成することによって
、扉部材を開状態とすれば、扉部材下面の両側部と本体部との間に隙間ができるように構
成できるため、確実かつ比較的容易に箱型容器を成形することができる。さらに、同手段
３によれば、扉部材を閉状態としたときに、切欠き部が載置される載置突部が設けられて
いるため、切欠き部を形成したことによって、扉部材を閉状態とした場合においても扉部
材と本体部（開口周縁部）との間に隙間が形成され、該隙間を介して埃等が侵入してしま
うといった事態を抑制することができる。
【００２２】
　手段６．閉状態にある前記扉部材は、その全体が、前記側壁部の外縁部よりも内側に配
置されていることを特徴とする手段１乃至５のいずれかに記載の箱型容器。
【００２３】
　手段６によれば、扉部材が箱型容器の外縁（手段４に対応しては、上下のフランジや補
強リブの外縁部）よりも外側に突出している場合のように、扉部材（及び扉部材の閉状態
を維持する施錠手段）が擦れたり、押圧されたりする等して、扉部材や扉部材に連結或い
は接触している部材が損傷し易くなってしまうといった事態を防止することができる。
【００２４】
　手段７．閉状態にある前記扉部材の上辺部は、前記側壁部の上辺部よりも下方に位置す
ることを特徴とする手段１乃至６のいずれかに記載の箱型容器。
【００２５】
　手段７によれば、扉部材の上辺部に対して下方に向かう力が加えられてしまうといった
事態を抑制することができる。特に、箱型容器を段積みした場合には、上側の箱型容器が
下側の箱型容器の扉部材に接触することを回避することができる。従って、扉部材及び連
結部の損傷を防止することができる。また、箱型容器を段積みした状態においても、下側
の箱型容器の扉部材を開放し、収容された物品を確認したり、取り出したりすることも可
能となる。
【００２６】
　手段８．前記各側壁部は、前記底壁部の側辺部から上方に延出する縦壁部と、前記縦壁
部の上縁部から外側に延出する上部フランジと、前記縦壁部の下縁部から外側に延出する
下部フランジと、前記上下のフランジ間を連結する補強リブとを備え、
　前記開口部の両側方に位置する前記側壁部に形成された前記補強リブのうち、少なくと
も前記開口部を挟んで対向する一対の補強リブは、その他の前記側壁部に形成された前記
補強リブよりも厚肉に構成されていることを特徴とする手段１乃至７のいずれかに記載の
箱型容器。
【００２７】
　手段８によれば、開口部の両側方に位置する側壁部の強度を高めることができ、箱型容
器の本体部の形状維持、ひいては、開口周縁部の形状維持を図ることができる。従って、
本体部が歪むなどして扉部材によって開口部を好適に閉鎖できなくなってしまうといった
事態を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】扉部材が閉状態にある箱型容器の斜視図である。
【図２】扉部材が開状態にある箱型容器の斜視図である。
【図３】箱型容器の下面側を示す斜視図である。
【図４】箱型容器の平面図である。
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【図５】図１のＡ－Ａ線断面図であって、（ａ）は扉部材が閉状態にあるときを示し、（
ｂ）は扉部材が開状態にあるときを示す。
【図６】図１のＢ－Ｂ線断面図であって、（ａ）は扉部材が閉状態にあるときを示し、（
ｂ）は扉部材が開状態にあるときを示す。
【図７】施錠パーツ及びパーツ収容部等を示す部分拡大斜視図である。
【図８】段積みした箱型容器を示す一部断面を含む斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下に、一実施形態について図面を参照して説明する。図１、図２等に示すように、箱
型容器１は、上方に開口した箱型に構成されるとともに、内側に収容された物品を側方か
ら出し入れするための開口部３（図２参照）が形成された本体部２と、開口部３を開閉可
能な扉部材４とを備えている。本実施形態の箱型容器１はポリプロピレンにより構成され
ている。
【００３０】
　まずは、本体部２について説明する。本体部２は、略矩形板状の底壁部１１と、底壁部
１１の相対する長辺部からそれぞれ上方に延出する一対の長辺側壁部１２と、底壁部１１
の相対する短辺部からそれぞれ上方に延出し、一対の長辺側壁部１２の端縁同士を連結す
る短辺側壁部１３とを備えている。
【００３１】
　また、一対の長辺側壁部１２のうち一方においては、当該長辺側壁部１２の両側部（短
辺側壁部１３と連接する部位）を残すようにして、箱型容器１の外周方向に貫通し、上方
に開口する前記開口部３が形成されている。本実施形態では、開口部３が長辺側壁部１２
の上縁部から下縁部にまで形成されることにより、前記一方の長辺側壁部１２が左右に分
断されている。以下、開口部３が形成された長辺側壁部１２（開口部３の両側方に位置す
る側壁部）を「開口壁部１４」とも称する。
【００３２】
　本実施形態の各側壁部１２、１３は、底壁部１１の各側辺部から上方に延出する縦壁部
２１と、縦壁部２１の上縁部から外側に突出する上部フランジ２２と、縦壁部２１の下縁
部に沿って縦壁部２１から外側に突出する下部フランジ２３と、上部フランジ２２と下部
フランジ２３との間を連結する補強リブ２４とを備えている。尚、上部フランジ２２の先
端縁と、下部フランジ２３の先端縁と、補強リブ２４の先端縁との間には段差がなく、面
一となっている。
【００３３】
　特に、開口部３の両側方に位置する開口壁部１４に関しては、それぞれ２本ずつ補強リ
ブ２４が設けられており、当該補強リブ２４はその他の側壁部１２、１３に形成された補
強リブ２４よりも厚肉となっている。また、開口壁部１４の縦壁部２１は、各開口壁部１
４に２本ずつ設けられた補強リブ２４のうち開口部３側に位置する補強リブ２４（開口部
３を挟んで対向する一対の補強リブ２４）よりも開口部３側にまで延設されている。以下
、開口部３を挟んで対向する一対の補強リブ２４を「開口リブ２６」とも称し、開口壁部
１４の縦壁部２１のうち開口リブ２６よりも開口部３側に位置する部位を「帯板部２７」
とも称する。さらに、上部フランジ２２は、帯板部２７の上縁部の開口部３側の端縁にま
で延設されている。
【００３４】
　また、開口リブ２６の上部には、左右（開口リブ２６の厚み方向）に貫通する係止孔３
１が形成されている。さらに、開口リブ２６には、開口部３側の面（開口部３を閉鎖した
状態にある扉部材４と対向する面）とは反対側の面において、係止孔３１の周縁部から突
出する囲いリブ３２を備えている。これにより、係止孔３１の周縁部の強度が高められて
いる。
【００３５】
　また、帯板部２７の下部には、外側に突出する載置突部３３が設けられている。載置突
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部３３は開口リブ２６の開口部３側の面にも連結されており、下方に開口する略箱状をな
している。さらに、帯板部２７には、前記係止孔３１よりも若干上方に変位した位置と若
干下方に変位した位置とにおいて外側に突出する係合凸部３４が設けられている（図２等
参照）。
【００３６】
　さて、図２、図６等に示すように、本実施形態では、開口部３に対応する部位において
も、底壁部１１の上面からほぼ連続するようにして当該底壁部１１の外周側に延出する略
板状の下部フランジ２３が設けられている。本実施形態では、当該下部フランジ２３と、
一対の帯板部２７とによって、開口部３が区画されている。以下、開口部３の下縁を画定
する下部フランジ２３を「開口フランジ２８」とも称する。尚、本実施形態では、帯板部
２７に対応する部位には下部フランジ２３が形成されておらず、開口フランジ２８は、左
右一対の帯板部２７間にのみ形成されている。また、開口フランジ２８のうち先端側の辺
部（外縁部）と両側辺部とのコーナー部は面取り形状となっている。
【００３７】
　また、図５、図６に示すように、下部フランジ２３（開口フランジ２８）は、底壁部１
１よりも若干上方に位置するよう構成されている。本実施形態では、開口フランジ２８、
及び、その他の部位の下部フランジ２３の高さ位置や厚みはいずれも同じとなっている。
さらに、底壁部１１の上面と開口フランジ２８の上面との境界部においては傾斜部３６が
形成されている。当該傾斜部３６によって、底壁部１１の上面と開口フランジ２８の上面
とがほぼ連続した面として構成される。尚、底壁部１１の上面と縦壁部２１の内側面との
境界部はＲ形状となっている。また、底壁部１１の上面と開口フランジ２８の上面との境
界部（傾斜部３６）をＲ形状としてもよい。
【００３８】
　さらに、図２、図６（ｂ）等に示すように、開口フランジ２８の延出方向先端部側には
、上面から上方に突出する左右一対の位置決め突起３７が設けられている。本実施形態の
位置決め突起３７は、開口フランジ２８の先端縁に隣接して、開口フランジ２８の長手方
向両端部近傍位置に設けられている。加えて、位置決め突起３７の内側面は、開口フラン
ジ２８の上面に対して直交する方向に延びている。尚、箱型容器１の外周方向（開口フラ
ンジ２８の延出方向）における位置決め突起３７の形成幅は、開口フランジ２８の延出長
よりも短くなっている。
【００３９】
　また、図３等に示すように、底壁部１１の下面には格子状に延在する支持リブ３８が設
けられている。上記のように、下部フランジ２３（開口フランジ２８）が底壁部１１より
も若干上方に形成されていることに加え、このように、底壁部１１の下面に支持リブ３８
を形成することにより、下部フランジ２３を本体部２の下縁部よりも上方に離間させるこ
とができる。これにより、図８に示すように、複数の箱型容器１を積み重ねた場合に、上
側の箱型容器１の下部フランジ２３の下面が、下側の箱型容器の上部フランジ２２の上面
に当接して支持されるとともに、上側の箱型容器１の底壁部１１及び支持リブ３８が、下
側の箱型容器１の本体部２の内側に進入して、水平方向における相対的な位置ずれが防止
されることとなる。従って、箱型容器１を安定して段積みすることができるようになって
いる。
【００４０】
　尚、本体部２には、上部フランジ２２のうち、短辺側壁部１３の上縁部から延出する部
位の先端縁から下方に延出する折り返しフランジ３９が設けられており、当該折り返しフ
ランジ３９が持ち手となって、折り返しフランジ３９に指を掛けて箱型容器１を上げ下げ
したり持ち運んだりすることができるようになっている。
【００４１】
　次に、扉部材４について説明する。図１、図２等に示すように、扉部材４は、略板状の
ベース部４１と、ベース部４１の外周縁に沿ってベース部４１の外側面（開口部３が閉鎖
される扉部材４の閉状態において外側を向く面）から外側に延出する枠リブ４２とを備え
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ている。本実施形態では、扉部材４と開口フランジ２８とが、可撓性を有する薄膜状の連
結部４３によって連結されている。これにより、扉部材４が本体部２に対して回動可能に
設けられ、扉部材４によって開口部３を開閉させることができるようになっている。特に
、本実施形態では、図６等に示すように、連結部４３によって、開口フランジ２８の先端
縁（外側縁）と、枠リブ４２のうち扉部材４の下面（扉部材４の閉状態において下方に位
置する面）を構成する下辺部４２ａのベース部４１からの延出方向先端側の縁部（外縁部
）とが連結されている。このため、扉部材４の閉状態において、扉部材４を開口フランジ
２８の直上方に位置させることができるとともに、扉部材４を閉状態から外向きに１８０
度回動させることができるようになっている。また、本実施形態の箱型容器１は、図示し
ない金型装置によって、扉部材４が閉状態から９０度開いた状態（図３に示すような状態
）となるようにして、本体部２、扉部材４（後述する施錠パーツ６１は除く）、及び連結
部４３が一体成形されている。
【００４２】
　また、図２等に示すように、開口フランジ２８は、その他の部位の下部フランジ２３よ
りも延出長が短く、その先端縁が開口壁部１４の下部フランジ２３の先端縁よりも箱型容
器１の内周側に位置している。さらに、開口フランジ２８の先端縁に連結される連結部４
３に関しても、開口壁部１４の外縁部（開口壁部１４の下部フランジ２３や補強リブ２４
の先端縁）よりも箱型容器１の内周側に位置している。また、箱型容器１の外周方向にお
ける扉部材４の下面の形成幅は、下部フランジ２３の延出長とほぼ同じとなっている。尚
、本実施形態では、扉部材４が１８０度開放された状態においても、連結部４３が開口壁
部１４の外縁部よりも内側（箱型容器１の内周側）に位置するよう構成されているが、少
なくとも扉部材４が閉状態にある場合において連結部４３が開口壁部１４の外縁部よりも
内側に位置するよう構成されていればよい。
【００４３】
　ベース部４１は、開口部３に対応した形状をなし、開口部３を閉塞可能な略矩形板状の
第１板状部４４と、第１板状部４４の両側辺部からそれぞれ側方に延出する左右一対の第
２板状部４５とを備えている。第２板状部４５は扉部材４の閉状態において帯板部２７の
外側面と対向し、当接又は近接した状態となっている。当該構成により、扉部材４の箱型
容器１内側への傾倒変位が防止されるとともに、扉部材４と開口部３の周縁部との間にお
いて、箱型容器１の外周方向において貫通する隙間が形成されてしまうといった事態を回
避することができる。また、扉部材４の閉状態において、第２板状部４５は第１板状部４
４よりも若干箱型容器１の外周側に位置しており、第２板状部４５の内側面と帯板部２７
の外側面とが当接した状態において、第１板状部４４の内側面と、開口壁部１４の縦壁部
２１の内側面とが略面一となるように構成されている。
【００４４】
　さらに、第２板状部４５の下部（扉部材４の下辺部と縦辺部との境界部）には切欠き部
４６が形成されている。図１、図５（ａ）に示すように、本実施形態では、扉部材４の閉
状態において、切欠き部４６における扉部材４の下面と、前記載置突部３３の上面とが当
接（又は近接）するようになっている。さらに、第２板状部４５には、扉部材４が閉状態
とされた場合に、前記係合凸部３４が挿通される係合孔４７が形成されている。尚、係合
孔４７を囲むようにして第２板状部４５の外側面から外方に突出する四角筒状の保護リブ
４８が設けられており、これによって、係合孔４７周縁部の強度が高められている。
【００４５】
　また、図１等に示すように、枠リブ４２のうち、扉部材４の上面を構成する上辺部４２
ｂは長手方向全域にわたり面一となっている。さらに、扉部材４の閉状態において、扉部
材４の上辺部４２ｂは本体部２の上部フランジ２２よりも下方に位置するようになってお
り、特に、扉部材４の両側部においては、扉部材４の上辺部４２ｂの上方（上面）が上部
フランジ２２によって覆われるようになっている。加えて、枠リブ４２のうち、扉部材４
の両側面を構成する縦辺部４２ｃは、扉部材４の閉状態において開口リブ２６に近接状態
とされる。これにより、扉部材４の側面と開口リブ２６との間に形成される隙間を極力小
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さくし、かかる隙間からの埃等の侵入を抑止している。
【００４６】
　さらに、図１、図２等に示すように、枠リブ４２の下辺部４２ａには、扉部材４の閉状
態において、開口フランジ２８に形成された位置決め突起３７と係合する位置決め凹部４
９が形成されている。位置決め凹部４９は枠リブ４２の先端縁側に形成されており、扉部
材４の閉状態において外側に開口するようになっている。尚、本実施形態では、一方の位
置決め凹部４９の近傍部位から他方の位置決め凹部４９の近傍部位にかけて前記連結部４
３が連続して形成されている。
【００４７】
　また、図１、図７に示すように、扉部材４の外面側上部には、扉部材４とは別体として
構成された施錠パーツ６１が収容されるパーツ収容部５１が形成されており、パーツ収容
部５１内を施錠パーツ６１が左右方向にスライド可能に設けられている。本実施形態では
、施錠パーツ６１は左右一対で設けられ、同形状の施錠パーツ６１が左右対称形状をなす
ようにして配置されている。また、パーツ収容部５１は、枠リブ４２の相対する縦辺部４
２ｃ間を連結するようにして左右に延在する横リブ５２が設けられることで、横リブ５２
と枠リブ４２の上辺部４２ｂ及び縦辺部４２ｃとによって囲まれた領域に形成されている
。尚、横リブ５２のベース部４１からの延出方向先端縁と、枠リブ４２の先端縁との間に
段差はなく面一となっている。
【００４８】
　施錠パーツ６１は、パーツ収容部５１を区画する枠リブ４２の縦辺部４２ｃにおいて形
成された挿通孔５３に挿通される係止突部６２を備えている（図２参照）。扉部材４の閉
状態においては、挿通孔５３と前記開口リブ２６に形成された係止孔３１とが合致するこ
ととなり、係止突部６２が挿通孔５３を介して係止孔３１に挿通されることで、扉部材４
の外側への傾倒変位が防止される。
【００４９】
　また、図７に示すように、施錠パーツ６１には、扉部材４の厚み方向に貫通する操作用
開口部６３が形成されており、当該操作用開口部６３の周縁部に指をかけて施錠パーツ６
１をスライドさせることができるようになっている。さらに、施錠パーツ６１の扉部材４
の横幅方向中央部側には上下一対の弾性片６５を有する略矢印状の付勢部６４が設けられ
ており、弾性片６５が、枠リブ４２の上辺部４２ｂ及び横リブ５２の長手方向中央部から
パーツ収容部５１の内側に突出形成された当てリブ５４に圧接することにより、施錠パー
ツ６１が挿通孔５３側に付勢されている。
【００５０】
　尚、付勢部６４によって施錠パーツ６１は、扉部材４が開状態にある場合においても、
係止突部６２が挿通孔５３から扉部材４の側方に突出した状態とされる。但し、係止突部
６２の内側面（扉部材４の閉状態において縦壁部２１の外側面と対向する面）は傾斜面と
なっているため、扉部材４を閉鎖する際に作業者が操作用開口部６３に指をかけて施錠パ
ーツ６１を操作しなくても、枠リブ４２の縦辺部４２ｃの側方に突出した係止突部６２の
傾斜面が開口リブ２６の外縁部に案内されて施錠パーツ６１が扉部材４の内側に引っ込み
、そのまま扉部材４を閉状態とすることができる。
【００５１】
　また、施錠パーツ６１の上面及び下面には、箱型容器１の内周側の縁部に沿って上方又
は下方に突出するガイドリブ６６が設けられており、当該ガイドリブ６６を枠リブ４２の
上辺部４２ｂ及び横リブ５２からパーツ収容部５１の内側に突出形成されたガイド突起５
５のベース部４１側に入れ込むことで、施錠パーツ６１のスライドを可能にしつつ、施錠
パーツ６１の脱落が防止される。また、ガイドリブ６６の長手方向中間位置から外方に突
出するストッパ６７が設けられ、当該ストッパ６７により扉部材４を開放するべく施錠パ
ーツ６１を開動作させる際の施錠パーツ６１の変位量が制限され、施錠パーツ６１が変位
し過ぎることに起因して弾性片６５等が破壊されることを防止することができる。
【００５２】
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　加えて、図１等に示すように、枠リブ４２の先端縁（外縁）は段差なく面一となってい
る。また、図６（ａ）等に示すように、第１板状部４４に対応する部位の扉部材４の厚み
（箱型容器１の外周方向における第１板状部４４の内側面と枠リブ４２の外縁との間の距
離）は、開口壁部１４の厚み（縦壁部２１の内側面と上部フランジ２２や補強リブ２４の
先端縁との間の距離）よりも小さくなっている。さらに、施錠パーツ６１についても枠リ
ブ４２や横リブ５２の先端縁よりも箱型容器１の外周側に突出しないようになっている。
すなわち、上記のように、開口フランジ２８の先端縁が開口壁部１４の下部フランジ２３
の先端縁よりも箱型容器１の内周側に位置していることから、扉部材４の閉状態において
は、扉部材４の全体が開口壁部１４の外縁部（開口壁部１４の下部フランジ２３や補強リ
ブ２４の先端縁）よりも箱型容器１の内周側に位置することとなる（図１、図４等参照）
。
【００５３】
　以上詳述したように、本実施形態によれば、一方の長辺側壁部１２の両側部を残すよう
にして開口部３が形成されている。このため、本体部２の外周壁を構成する長辺側壁部１
２及び短辺側壁部１３が全体として上面視略Ｃ字状に延在することとなり、開口部３を形
成することに起因する本体部２の強度低下を抑制することができる。また、本体部２自体
の損壊や歪み変形が抑止されるだけでなく、閉状態にある扉部材４についても両側方に位
置する開口壁部１４によって確実に支持されたり保護されたりすることとなり、扉部材４
を含めた箱型容器１全体の損壊や歪み変形についても抑止することができる。従って、箱
型容器１の耐久性の向上を図ることができる上、運搬時や応力が付加された際の箱型容器
１のがたつき等を抑制することができ、箱型容器１のがたつきによって、箱型容器１に収
容された物品に悪影響を与えてしまう（形状が崩れてしまう等）といった事態を抑制する
ことができる。結果として、形状の崩れ易い物品を収容した場合であっても、当該物品を
好適に運搬・保管することができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、扉部材４を開閉可能に設けるためのヒンジ部が、可撓性を有す
る薄膜状の連結部４３によって構成され、本体部２、扉部材４、及び連結部４３が一体的
に形成されている。このため、例えば、ヒンジ部を、扉部材に設けられた係合部と、本体
部に設けられた被係合部とによって構成する場合に比べ、構成の簡素化、金型成形の簡略
化等を図ることができる。さらに、扉部材を本体部に組付ける作業を省略することができ
、生産性の向上等を図ることができる。加えて、ヒンジ部の構成が簡素であるため、箱型
容器１を洗浄した場合にヒンジ部（連結部４３）において埃等が残存してしまうといった
事態を防止することができ、より衛生的に箱型容器１を使用することができる。
【００５５】
　さらに、本実施形態では、開口部３の下縁を区画し、連結部４３を介して扉部材４と連
結される開口フランジ２８は、底壁部１１よりも若干上方に位置しているだけであり、開
口フランジ２８の上面と底壁部１１の上面との間に高さ位置の差はほとんどない。従って
、開口部３を介して箱型容器１に物品を出し入れする際に、比較的大きな段差を乗り越え
させるようにして物品を移動させなければいけないといった事態を回避することができる
。その上、本実施形態では、開口フランジ２８の上面と底壁部１１の上面との境界部にお
いて傾斜部３６が形成されている。このため、開口部３を介して物品を底壁部１１及び開
口フランジ２８の上面を滑らすようにしてスムースに出し入れすることもできる。
【００５６】
　加えて、開口フランジ２８の下面が本体部２の下縁部よりも上方に位置しているため、
箱型容器１をより安定して段積みすることができるとともに、開口フランジ２８を箱型容
器１の接地面から上方に離間させることができ、開口部３周り、ひいては開口部３を介し
て出し入れされる物品の衛生面を向上させることができる。結果として、厳格な衛生管理
が求められる物品（食品等）を収容した場合であっても、当該物品を好適に運搬・保管す
ることができる。
【００５７】



(12) JP 2012-20744 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

　また、連結部４３は、閉状態における扉部材４の下面の外縁部と、開口フランジ２８の
外縁部とを連結しているため、扉部材４を閉状態とした場合において、扉部材４の収まり
が良くなり（扉部材４を開口フランジ２８の直上方に位置させ、扉部材４が開口フランジ
２８よりも外側に突出しないように構成し）、スペース効率の向上を図ることができる。
さらには、扉部材４を１８０度回動させるようにして開放させることができ、例えば、箱
型容器１を台に載せて（或いは、下側の箱型容器１の上方に段積みした状態で）扉部材４
を開放させて物品を出し入れする際に、作業者が箱型容器１により近い位置で作業を行う
ことができるとともに、例えば、作業者が１２０度程度しか開かない扉部材４に接触して
本体部２がひっくり返ってしまうといった事態を防止することができる。また、扉部材４
が１８０度開くことによって、開口フランジ２８の上面と、連結部４３の内側面（開状態
においては上方に露出している）と、扉部材４の下面（開状態においては上方に位置して
いる）との間に比較的大きな段差が形成されるといった事態を抑制することができ、箱型
容器１に対する開口部３からの物品の出し入れ作業をより行い易くすることができる。
【００５８】
　さらに、扉部材４の第２板状部４５の下部には切欠き部４６が形成されており、開口フ
ランジ２８の両側方には、扉部材４の閉状態において、切欠き部４６における扉部材４の
下面と当接して支持可能な載置突部３３が設けられている。従って、閉状態にある扉部材
４に対して下向きの力が加えられた場合に、板状の開口フランジ２８や連結部４３に対し
て比較的大きな応力が作用して破損してしまうといった事態を防止することができる。
【００５９】
　また、開口壁部１４においては、扉部材４の内倒れを防止する帯板部２７の上縁部の開
口部３側の端縁にまで上部フランジ２２が延設されている。このように、上部フランジ２
２が延設されることによって帯板部２７の強度を高めることができる。さらに、閉状態に
ある扉部材４は、その両側部が上部フランジ２２の下方に収まるようになっており、扉部
材４の両側部を上部フランジ２２によって保護することができるとともに、扉部材４に対
して上向きに力が加えられた場合に扉部材４を上部フランジ２２によって支持する（上方
への変位を規制する）こともでき、扉部材４が持ち上げられることで、連結部４３が上下
に引っ張られ、連結部４３に対して比較的大きな負荷がかかってしまうといった事態を抑
止することができる。
【００６０】
　さらに、扉部材４の上面は面一であり、扉部材４の閉状態において、扉部材４の上面全
体が、開口壁部１４の上部フランジ２２よりも下方に位置している。このため、扉部材４
の上面に対して下方に向かう力が加えられてしまうといった事態を抑制することができる
。特に、箱型容器１を段積みした場合には、上側の箱型容器１が下側の箱型容器１の扉部
材４に接触することを回避することができる。従って、扉部材４及び連結部４３の損傷を
防止することができる。また、箱型容器１を段積みした状態においても、下側の箱型容器
１の扉部材４を開放し、収容された物品を確認したり、取り出したりすることも可能とな
る。
【００６１】
　尚、本実施形態では、扉部材４が閉状態とされた場合に、扉部材４に形成された係合孔
４７に対して開口壁部１４に形成された係合凸部３４が挿通され、これによって、本体部
２に対する扉部材４のベース部４１の面方向における相対変位を防止することができる。
従って、扉部材４の上面を上部フランジ２２で支持する構成、及び、扉部材４の切欠き部
４６における下面を載置突部３３で支持する構成とともに、連結部４３等の保護をより確
実に図ることができる。
【００６２】
　また、開口フランジ２８の上面には位置決め突起３７が設けられ、扉部材４の閉状態に
おいては、扉部材４の下面に形成された位置決め凹部４９が位置決め突起３７に係合され
ることとなる。当該構成により、施錠パーツ６１とともに、閉状態にある扉部材４の外方
への変位を規制することができ、閉状態にある扉部材４がそのまま平行移動するようにし
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て外側に変位することに起因して連結部４３に負荷がかかってしまうといった事態を防止
することができる。さらに、扉部材４を閉鎖する際に、位置決め凹部４９が位置決め突起
３７に案内されるため、扉部材４が左右に位置ずれすることを防止できる上、扉部材４を
閉状態とした後も、左右方向における扉部材４の位置ずれを防止することができる。従っ
て、連結部４３への負荷を低減させることができる。
【００６３】
　さらに、本実施形態では、扉部材４が閉状態にある場合、扉部材４及び連結部４３が、
開口壁部１４の外縁よりも箱型容器１の内周側に位置している。このため、扉部材４や連
結部４３が箱型容器１の外縁（上下のフランジ２２、２３や補強リブ２４の外縁部）より
も外側に突出している場合のように、扉部材４及び連結部４３が擦れたり、押圧されたり
する等して、扉部材４や連結部４３等が損傷し易くなってしまうといった事態を防止する
ことができる。
【００６４】
　尚、箱型容器１は、扉部材４の開状態となるように金型装置によって一体的に成形され
ることとなるが、連結部４３を開口壁部１４の開口フランジ２８や補強リブ２４の外縁部
よりも内側に設ける場合、扉部材４を開状態としても、連結部４３に連結される扉部材４
の下面の両側部の近傍において各部材が密集するため、かかる部位を成形することが非常
に困難なものとなるおそれがある。つまり、当該部位を成形するための金型部材を薄肉に
する必要が生じ、当該金型部材の強度が成形に堪えられなくなってしまうおそれがある。
これに対し、本実施形態のように、扉部材４の下面の両側部において、切欠き部４６を形
成することによって、扉部材４を開状態とすれば、扉部材４下面の両側部と本体部２との
間に隙間を形成できるため、確実かつ比較的容易に箱型容器１を成形することができる。
さらに、扉部材４を閉状態としたときに、切欠き部４６が載置される載置突部３３が設け
られているため、切欠き部４６を形成したことによって、扉部材４を閉状態とした場合に
おいても扉部材４と本体部２（開口周縁部）との間に隙間が形成され、該隙間を介して埃
等が侵入してしまうといった事態を抑止することができる。
【００６５】
　また、開口壁部１４に形成された補強リブ２４は、その他の側壁部１２、１３に形成さ
れた補強リブ２４よりも厚肉となっている。このため、開口部３の両側方に位置する開口
壁部１４の強度を高めることができ、本体部２の形状維持、ひいては、開口周縁部の形状
維持を図ることができる。従って、本体部２が歪むなどして扉部材４によって開口部３を
好適に閉鎖できなくなってしまうといった事態を防止することができる。
【００６６】
　尚、上記実施形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい。勿論、
以下において例示しない他の応用例、変更例も当然可能である。
【００６７】
　（ａ）上記実施形態では、一対の長辺側壁部１２のうち一方に対応して開口部３が形成
されているが、開口部３が形成される側壁部１２、１３は特に限定されるものではなく、
例えば、短辺側壁部１３に形成されることとしてもよいし、一対の長辺側壁部１２の両方
にそれぞれ開口部３が形成されることとしてもよい。但し、扉部材４の両側方には、底壁
部１１から一体的に延出する固定の側壁部が必ず存在するように（例えば、長辺側壁部１
２及び短辺側壁部１３に開口部３が形成される場合には、底壁部１１の長辺部と短辺部と
コーナー部において断面略Ｌ字状の固定の側壁部が延出形成されるように）構成すること
とする。
【００６８】
　また、上記実施形態では、開口フランジ２８の上面が底壁部１１の上面よりも若干上方
に位置しているが、底壁部１１の上面と開口フランジ２８の上面とを面一としてもよい。
さらに、開口フランジ２８の強度を高めるべく、開口フランジ２８の両側部を載置突部３
３と連結したり、開口フランジ２８の下面側に補強用のリブを設けたりしてもよい。
【００６９】
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　（ｂ）上記実施形態では、開口フランジ２８の上面に位置決め突起３７が設けられ、扉
部材４の下辺部４２ａには閉状態において位置決め突起３７に係合する位置決め凹部４９
が形成されているが、当該構成を省略することとしてもよい。但し、上記実施形態では、
施錠パーツ６１が扉部材４の上部に設けられており、また、本体部２側の開口リブ２６（
係止孔３１周縁部）に係止される係止突部６２も左右に１つずつ設けられているだけなの
で、閉状態にある扉部材４の下部が扉部材４の内側から外側に押圧された場合に扉部材４
下部の外側への変位を規制できるような構成とすることが望ましい。例えば、上記実施形
態において、左右一対の施錠パーツ６１の係止突部６２をそれぞれ上下に複数（例えば２
つずつ）設けたり、係止突部６２の上下幅を大きくしたりして、閉状態にある扉部材４の
回動が確実に規制されるように構成することとしてもよい。尚、当該構成を採用し、位置
決め突起３７等を省略する場合、閉状態における扉部材４の外側への変位を防止すること
ができるとともに、扉部材４を１８０度開いた状態において、開口部３の下縁部から外側
に延出する開口フランジ２８、連結部４３、及び扉部材４からなる面を略平滑面とするこ
とができる。但し、位置決め突起３７及び位置決め凹部４９は、扉部材４を閉鎖している
途中や扉部材４を閉状態とした後の左右方向における位置ずれの防止効果もあるため、構
成の複雑化を抑制しつつ、連結部４３の保護を図るといった観点からすると、位置決め突
起３７及び位置決め凹部４９を設けることが望ましい。
【００７０】
　（ｃ）上記実施形態では、短辺側壁部１３に対応して持ち手を構成する折り返しフラン
ジ３９が設けられる一方で、扉部材４及び扉部材４に対向する長辺側壁部１２には、特に
持ち手は設けられていない構成となっているが、扉部材４や長辺側壁部１２にも持ち手を
設けることとしてもよい。但し、上記実施形態のように、持ち手が、底壁部１１から一体
的に延出し、底壁部１１に対して相対的な変位が行われない短辺側壁部１３に設けられる
ことによって、折り畳み式の箱型容器のように底壁部に対して回動変位可能な側壁部に持
ち手が設けられる場合に比べ、運搬等に際しての箱型容器１のがたつき等を抑制すること
ができる。さらに、上記実施形態では、あえて扉部材４に持ち手を形成していないため、
運搬等に際して扉部材４を持たれてしまうといった事態を抑制することができる。従って
、箱型容器１を持ったときの箱型容器１のがたつき等を抑制することができる上、扉部材
４の閉状態を維持するための部位（係合凸部３４や係合孔４７等の扉部材４と本体部２と
が当接する部位）や連結部４３の損傷等を抑制することができる。
【００７１】
　（ｄ）上記実施形態において、扉部材４の下面（下辺部４２ａ）に対して可撓性を有す
る薄膜状のシールリップを設け、扉部材４の閉状態において、シールリップが下部フラン
ジ２３の上面に接触するよう構成してもよい。当該構成を採用する場合、下部フランジ２
３の破損をより確実に防止するべく、扉部材４の閉状態において、切欠き部４６における
扉部材４の下面と載置突部３３とが上下に当接しても、扉部材４と下部フランジ２３とが
当接しないように構成する（隙間を設定する）場合であっても、扉部材４の下面と下部フ
ランジ２３との間がシールリップによりシールされることとなり、扉部材４の下面と下部
フランジ２３との間から箱型容器１の内部に埃等が侵入してしまうといった事態をより確
実に防止することができる。
【００７２】
　（ｅ）上記実施形態では、箱型容器１はポリプロピレンにより構成されているが、ポリ
エチレン、ＰＥＴ、ポリアミド等その他の樹脂材料により構成されることとしてもよい。
【符号の説明】
【００７３】
　１…箱型容器、２…本体部、３…開口部、４…扉部材、１１…底壁部、１２…長辺側壁
部、１３…短辺側壁部、１４…開口壁部、２１…縦壁部、２２…上部フランジ、２３…下
部フランジ、２４…補強リブ、２６…開口リブ、２７…帯板部、２８…開口フランジ、３
３…載置突部、４３…連結部、４６…切欠き部。
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